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【月間聖句】 

わたしをここへ遣わしたのは、あなたたちではなく、 

神です。 

創世記 ４５章８節 

                                  

                                           

                 

             

 
 
 
 
 
 
 

 
讃美歌への道標 

亀田千鶴子  

今朝の礼拝(３月１０日)で取り上げて頂いた讃美歌は口ずさむ事は

出来ても番号は不明でした。２００１年にバプテスマ受浸のあと聖歌

隊に参加の後幾年もたってから賛美する機会があり３５６番がつなが

りました。 

月報  シオン山    

２０２４年９月１日発行（No４０８） 

日本バプテストシオン山教会  

〶803-0846 北九州市小倉北区下到津２－１５－２１ 

Tel(093)561-0772 Fax(093)561-0760  E-mail:bapshion@eagle.ocn.ne.jp 



私の讃美歌とのつながりは７０年前、北九州５市が合併をする以前、

八幡市の教育委員会が主催する八幡市民合唱団に入団した。時からで

す。ご指導は、西南女学院の今西善治郎先生でクリスチャンでした。

そのせいか楽曲は聖歌、讃美歌それにまつわる曲が多かったと憶えて

います。先生が練習の時一も言われていたのは「言葉の意味を理解し、

情景に想いを重ね、心で歌いましょう。」でした。その御指導には今で

も感謝しています。 

８年間在籍しましたが、先生の御都合で解散することになり、しば

らくは自失していました。そのあとは音楽サークルなどに関わる事も

なく、３０年余りが過ぎ、教会生活に入り現在に至っています。 

３５６番は歌う頻度は少ないのですが私には大切な１曲です。これ

から先も大好きな讃美歌で皆さんと共にご奉仕が出来ます様にと心か

ら願い祈っています。 

 

 

 

 

 

讃美歌３５６ 

憂いを忘れて 

１．憂いを忘れて      しずかに集まる 

   日曜の朝        心あわせて 

  み子のみ名により    祈り奉げる 

  この時 この時     あなたに祈る 

  この時 この時     あなたに祈る 

２．さかまく嵐も      鎮める主イエスよ 

  喜びの朝        心しずめて 

  み子のみ名により    祈り奉げる 

  主イエスよ 主イエスよ あなたに祈る 

  主イエスよ 主イエスよ あなたに祈る 

アーメン アーメン アーメン 

 

 


